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新

古

今

和

歌

集

古

注

釈

の

評

語

一
覧

『

新

古

今

集

聞

書

』

と

中

世

古

注

｜

｜

近

藤

美

奈

子

は
じ
め
に

東
常
縁
原
撰
『
新
古
今
集
聞
書
』
は
、
新
古
今
和
歌
集
の
ま

と
ま
っ
た
注
釈
書
の
嚆
矢
で
、
収
載
歌
注
は
二
〇
〇
首
で
あ
る
。

筆
者
は
前
稿
「
常
縁
原
撰
『
新
古
今
集
聞
書
』
の
評
語
に
つ
い

て

秀
歌
観
と
教
導
的
性
格

」

に
お
い
て
、
常
縁
原
撰

本

（
１
）

（
２
）

｜

｜

の
注
釈
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
批
評
に
関
す
る
語
（
以
下
、
「
評

語
」
と
総
称
す
る
）
の
特
徴
を
捉
え
る
た
め
に
、
ほ
ぼ
同
時
代

の
新
古
今
和
歌
集
古
注
釈
書
で
あ
る
『
新
古
今
抜
書

抄

』
と
の

（
３
）

比
較
を
行
い
、
そ
し
て
、
原
撰
本
の
評
語
か
ら
見
え
て
き
た
常

縁
の
秀
歌
観
と
言
説
の
教
導
的
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
前

稿
で
は
紙
幅
の
都
合
で
、
原
撰
本
と
の
比
較
対
象
と
し
て
『
新

古
今
抜
書
抄
』
以
外
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

本
稿
で
は
そ
の
他
の
中
世
古
注
に
ま
で
対
象
を
広
げ
て
評
語
を

調
査
し
、
褒
詞
を
中
心
に
評
語
一
覧
を
作
成
し
て
前
稿
の
補
足

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
覧
に
よ
っ
て
、
前
稿
で
『
新
古

今
抜
書
抄
』
と
比
較
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
原
撰
本
が
他
の
古

注
に
較
べ
て
評
語
の
種
類
と
数
量
の
多
い
こ
と
が
看
取
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
調
査
対
象
は
『
新
古
今
集
古
注
集
成

中
世
古
注

編

１

』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
注
釈
書
と
す
る
。

（
４
）

《
凡
例
》

一
、
調
査
対
象
と
す
る
注
釈
書
名
（
以
下
、
【

】
で
示
し
た

略
称
を
用
い
る
）
と
翻
刻
編
者
名
、
収
載
歌
注
数
を
次
に
記
す
。

片
山
享
編
『
新
古
今
抜
書
（
梁
瀬
一
雄
氏
蔵
本
）
』
【
抜
書
】
三

〇
首
、
片
山
享
編
『
新
古
今
抜
書
抄
（
松
平
文
庫
本
）
』
【
抜
書

抄
】
一
一
六
首
、
武
井
和
人
編
『
柿
本
傭
材
抄
（
松
平
文
庫
本
）
』

【
傭
材
】
一
二
首
、
黒
川
昌
享
編
『
新
古
今
注
（
京
都
大
学
図

書
館
本
）
』
【
新
古
今
注
】
七
四
七
首
、
黒
川
昌
享
編
『
十
代
抜

書
（
神
宮
文
庫
本
）
』
【
十
代
】
九
六
首
、
大
取
一
馬
編
『
詞
字

注
（
龍
谷
大
学
図
書
館
本
）
』
【
詞
字
注
】
六
二
首
、
岸
田
依
子

編
『
宗
長
秘
歌
抄
（
川
越
市
立
図
書
館
本
）
』
【
秘
歌
抄
】
八
八

首
、
池
尾
和
也
編
『
九
代
抄
（
内
閣
文
庫
本
）
』
【
九
代
抄
】
五

二
九
首
、
兼
築
信
行
編
『
九
代
集
抄
（
甲
南
女
子
大
学
図
書
館

本
）
』
【
九
代
集
抄
】
五
三
一
首
、
余
語
敏
男
編
『
（
宗
碩
五
百

箇
条
）
聞
書
連
歌
（
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
本
）
』
【
聞
書

連
歌
】
八
首
、
片
山
享
編
『
天
文
鈔
本
新
古
今
倭
謌
集
春
夏
（
今

治
市
立
河
野
記
念
美
術
館
本
）
』
【
天
文
鈔
本
】
二
八
六
首
。
原

撰
本
は
【
原
撰
】
と
略
す
。



- 2 -

各
注
釈
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
書
の
「
解
題
」
（
翻
刻
編
著

者
に
よ
る
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
少
し
説
明
を

加
え
る
と
、
【
抜
書
】
は
心
敬
注
の
聞
書
、
【
抜
書
抄
】
は
心
敬

所
与
の
心
敬
注
が
兼
載
に
よ
っ
て
書
き
換
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
【
九
代
抄
】
と
【
九
代
集
抄
】
は
、
牡
丹
花
肖
柏

が
後
撰
和
歌
集
か
ら
続
後
撰
和
歌
集
に
至
る
九
勅
撰
和
歌
集
の

秀
歌
を
撰
歌
し
て
成
っ
た
『
九
代
抄
』
に
注
釈
を
付
け
た
有
注

本
で
あ
る
が
、
両
者
は
系
統
が
異
な
る
注
釈
書
で
あ
る
（
本
書

に
は
新
古
今
注
部
分
の
み
抄
出
）
。

二
、
評
語
の
用
例
に
つ
い
て
は
注
釈
書
名
と
『
新
編
国
歌
大
観
』

の
歌
番
号
を
記
す
。
同
番
号
が
重
複
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は

複
数
の
用
例
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
例
え
ば
、
【
原
撰
】

(=
)

の
如
き
表
記
は
、
一
七
五
七
番
歌
注
に
混
入
し
て
い
る

1757

1808

一
八
〇
八
番
歌
注
部
分
に
用
例
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
な
お
、

括
弧
に
入
れ
た
も
の
は
、
評
語
そ
の
も
の
で
は
な
く
修
飾
語
と

し
て
の
用
例
で
あ
る
が
、
各
注
釈
書
に
お
け
る
言
葉
の
好
尚
が

表
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
参
考
ま
で
に
示
し
た
。

《
用
例
》

あ
さ

く
【
秘
歌
抄
】

116

あ
た
ら
し
【
原
撰
】

459
635

新
し
き
詞
【
九
代
抄
】

133

あ
は
れ
【
原
撰
】

【
抜
書
】

(
)

【
抜
書
抄
】

1074
1191
1329

697
1666
1718

1719

(=
)

63
697
1315
1562
1666
1718

1719

1782

あ
は
れ
な
る
歌
【
原
撰
】

【
九
代
集
抄
】

478
1281
1361

1624

あ
は
れ
ふ
か
き
歌
【
原
撰
】

116
856
1449

あ
は
れ
深
し
【
九
代
抄
】

【
天
文
鈔
本
】

58

143

あ
り
の
ま
ま
【
原
撰
】

【
抜
書
抄
】

【
九
代

170
378
643
1204
1623
1689

232

集
抄
】

641
965
966

一
体
【
抜
書
抄
】

530

有
心
【
原
撰
】
52
441
1155
1276
1456
1517

有
心
体
【
原
撰
】

(=
)

【
抜
書
抄
】

625
1455
1757

1808

1666

う
つ
く
し
【
抜
書
抄
】
30
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艶
【
原
撰
】

681
1435

大
い
な
る
歌
【
九
代
集
抄
】

991

落
ち
着
か
ぬ
歌
【
原
撰
】

1228

鬼
と
り
ひ
し
ぐ
体
【
原
撰
】

1564

面
白
し
【
原
撰
】

【
抜
書
抄
】

【
秘
歌

1
169
362
395
459
661
1326
1490

491

抄
】(

)

【
秘
歌
抄
】

【
九
代
抄
】

【
九

255

689

1131
1210

40
52
58
225
333

代
集
抄
】

(
)
(

)
(

)
(

)
(

)
(

)

18
154
220
225

333

411

427

449

513

539

641

644

647

650

(
)
(

)

655

932

966
1271
1312
1676

面
白
き
歌
【
秘
歌
抄
】

【
九
代
集
抄
】

698

487
607
677
903
953
1136
1466
1659

1675（
姿
）
面
白
き
歌
【
秘
歌
抄
】

1128

（
つ
ゞ
き
の
）
面
白
き
歌
【
天
文
鈔
本
】
75
157

（
名
誉
）
面
白
き
歌
【
九
代
集
抄
】

951
1521
1525
1547

（
余
情
）
面
白
き
歌
【
秘
歌
抄
】

512

面
白
き
心
【
九
代
抄
】

616

面
白
き
詞
【
天
文
鈔
本
】

245

面
白
き
詞
づ
か
ひ
【
秘
歌
抄
】

1618

面
白
き
仕
立
て
【
九
代
集
抄
】

1599

面
白
き
体
【
聞
書
連
歌
】

1030

面
白
く
仕
立
て
た
る
歌
【
九
代
集
抄
】

953

面
白
さ
か
ぎ
り
な
し
【
九
代
抄
】

427

思
ひ
や
り
た
る
心
【
九
代
抄
】

395

か
な
し
き
歌
【
原
撰
】

1309

感
情
【
原
撰
】

【
抜
書
抄
】

【
九
代
抄
】

58
170
478
942
1353

201
247
300
441

631
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感
情
深
し
【
天
文
鈔
本
】

209

眼
前
の
体
【
原
撰
】
27

1525

感
ふ
か
し
【
抜
書
抄
】

935

聞
き
立
つ
【
九
代
集
抄
】

631

（
此
詞
）
き
ゝ
よ
か
ら
ず
【
詞
字
注
】

924

奇
特
【
原
撰
】
3
27
38
52
76
126
252
270
300
378
455
459
480
499
512
534
554
635

(=
)

【
抜
書
】

743
783
803
803
939
949
1028
1142
1204
1333
1317
1517
1561
1623
1728
1757

1808

126
1718

(
)

【
抜
書
抄
】

【
秘
歌
抄
】

【
九
代
集

1719

262
719
933
1317
1601
1719

76
478

抄
】(

)
(

)
(

)

【
天
文
鈔
本
】

(
)

45

572

1750

87

90

き
ゃ
し
ゃ
な
る
歌
【
九
代
集
抄
】

1016

興
【
九
代
抄
】

【
九

234
350
352
386
401
403
418
541
606
607
620
641
644
647
650
655
662

代
集
抄
】
98
513
541
618
650

（
面
白
き
）
興
【
九
代
抄
】

386
1519

（
言
語
道
断
の
）
興
【
九
代
抄
】

234

興
じ
た
る
心
【
九
代
抄
】

334

金
言
妙
句
【
原
撰
】

1601

景
気
【
抜
書
】

513

言
語
に
不
及
【
九
代
抄
】
33
82
202

言
語
不
可
説
【
原
撰
】

675

心
得
が
た
し
【
秘
歌
抄
】

116
480

心
得
大
事
【
秘
歌
抄
】

1325

心
得
大
切
【
秘
歌
抄
】

1030

心
の
こ
も
り
た
る
歌
【
抜
書
】

1562

心
の
ふ
か
き
歌
【
原
撰
】

1053
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心
深
し
【
抜
書
抄
】

【
九
代
抄
】

【
天
文
鈔
本
】

1
1562

27

1

心
や
さ
し
【
原
撰
】

1226

詞
づ
か
ひ
ゆ
う

く
【
原
撰
】
99

こ
と
は
り
の
付
が
た
き
歌
【
原
撰
】

434

理
を
き
は
め
た
る
歌
【
九
代
集
抄
】

1843

言
語
道
断
【
原
撰
】

【
秘
歌
抄
】(
)

(
)
(

)

62
169
201
356
359
484

56

130

255

292

(
)

【
九
代
抄
】

(
)

(
)
【
九
代
集
抄
】

1316

40

234

418
437

600

641
675

26
30

(
)

(
)

(
)
(

)
(

)
(

)
(

)

33
44

46

56
82
94

114

122
225

333

411

427

449

487
513

539

590

(
)
(

)
(

)
(

)
(

)
(

)
(

)
(

)
(

)

591

593

600

607

618

643

644

647

655

661

675
677
695
903

932
(

)
(

)
(

)
(

)
(

)
(

)
(

)

934

945

951
953
965

969

969

1136
1271
1519

1521

1521

1523

1526
1526

1544

(
)1563

1624
1659
1675
1676
1938

言
語
道
断
不
可
思
議
【
原
撰
】

1322

懇
切
な
る
歌
【
原
撰
】

1282

し
か

く
た
る
歌
【
九
代
抄
】

112

子
細
あ
る
歌
【
原
撰
】

218

重
の
あ
る
歌
【
原
撰
】

1317
1322
1565

殊
勝
【
抜
書
】

【
抜
書
抄
】

126

126

上
手
【
原
撰
】
3

170
356
554
643
743
1333

正
風
【
九
代
集
抄
】

641

正
風
の
歌
【
九
代
集
抄
】

【
天
文
鈔
本
】

116

34
68

神
変
【
原
撰
】

635

神
変
不
可
説
【
抜
書
抄
】

251

す
が
た
美
し
【
原
撰
】

1764

す
が
た
詞
い
ふ
ば
か
り
な
き
歌
【
原
撰
】

1542
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す
が
た
無
類
歌
【
秘
歌
抄
】
56

す
る

く
と
（
き
こ
え
て
お
も
し
ろ
し
）
【
原
撰
】

1326

不
及
是
非
【
九
代
集
抄
】

591

切
【
原
撰
】

(
)

(
)
(

)

【
抜
書
抄
】

513
954

1053

1281
1316

1329

1361

1394

1081

切
な
る
哥
【
原
撰
】

1304

切
な
る
詞
【
原
撰
】

214
517
1302

不
及
舌
頭
【
九
代
集
抄
】

449
1526

絶
妙
【
原
撰
】

154

絶
妙
不
思
議
【
原
撰
】

174

大
事
【
秘
歌
抄
】

480
1316

大
事
の
歌
【
原
撰
】

【
秘
歌
抄
】

【
天
文
鈔
本
】

577
1330

56
129

190

た
ぐ
ひ
な
し
【
九
代
集
抄
】
44

長
高
し
【
原
撰
】

【
抜
書
抄
】

【
天
文
鈔
本
】

478
703
788
1313

1

1

長
高
き
歌
【
天
文
鈔
本
】

226

当
意
即
妙
の
心
【
九
代
抄
】

491

何
（
心
）
も
な
く
よ
み
た
る
歌
【
抜
書
抄
】

262

涙
お
さ
へ
が
た
き
歌
【
原
撰
】

363

冷
え
ち
ぎ
る
【
九
代
集
抄
】

615

筆
舌
に
述
べ
が
た
し
【
抜
書
】

【
抜
書
抄
】

154

1
154

不
及
筆
頭
【
九
代
集
抄
】
30

風
（
諷
）
詞
【
抜
書
抄
】

561

風
流
【
原
撰
】

【
天
文
鈔
本
】

981
1278

112

深
き
歌
【
抜
書
抄
】

1316

ふ
か
き
心
い
ひ
は
て
ぬ
歌
【
原
撰
】

362
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ふ
か
く
思
廻
し
た
る
歌
【
原
撰
】

530

不
可
思
義
【
原
撰
】

1186
1322
1601

風
情
【
原
撰
】

【
十
代
】

3
36
52
114
359
441
459
614
1155
1276
1313
1561

122

粉
骨
【
原
撰
】

【
抜
書
抄
】

451
455
459
1304

719

凡
慮
及
ぶ
べ
き
に
あ
ら
ず
【
抜
書
抄
】
99

凡
慮
の
不
及
所
【
原
撰
】
62

凡
慮
の
及
べ
き
所
な
ら
ず
【
原
撰
】

803

真
の
歌
【
九
代
集
抄
】

996

見
立
つ
【
九
代
集
抄
】

643

み
る
や
う
に
読
る
歌
【
原
撰
】

455

見
る
様
の
体
【
天
文
鈔
本
】
18

妙
【
天
文
鈔
本
】
4
52
135

無
極
の
道
心
者
の
歌
【
原
撰
】

1470

無
上
の
歌
【
原
撰
】

1206

名
歌
【
九
代
集
抄
】

【
天
文
鈔
本
】

234

76
263

名
誉
の
歌
【
天
文
鈔
本
】

254

め
づ
ら
し
【
九
代
抄
】

【
天
文
鈔
本
】

1595

88

め
づ
ら
し
き
詞
【
秘
歌
抄
】

1224

め
で
た
き
歌
【
九
代
集
抄
】

719

や
さ
し
き
歌
【
原
撰
】

214

や
す

く
と
【
原
撰
】

【
抜
書
】

【
抜
書
抄
】

342

126

126

幽
【
原
撰
】
52
342
513
681
939
1329
1353
1437
1449
1561

幽
玄
【
原
撰
】

【
天
文
鈔
本
】

441
614
1198
1266
1517

86
87

幽
玄
体
【
原
撰
】

【
九
代
集
抄
】

1536

214
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優
美
【
抜
書
抄
】

【
天
文
鈔
本
】

1336

1

（
深
淵
）
優
美
【
天
文
鈔
本
】
83

良
き
た
と
へ
【
原
撰
】

1101

余
情
【
原
撰
】

【
抜
書
】

【
抜
書
抄
】

38
170
433
607
856
1191
1456

362
513

【
十
代
】

【
秘
歌
抄
】

87
362
513

83

512

理
詰
め
の
歌
【
原
撰
】

1294

利
根
な
る
歌
【
原
撰
】

530

ま
と
め

こ
の
評
語
一
覧
か
ら
確
認
し
た
こ
と
を
少
々
述
べ
た
い
。

【
新
古
今
注
】
は
調
査
対
象
の
注
釈
書
中
で
収
載
歌
注
が
七

四
七
首
と
最
も
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
評
語
の
用
例
数
は
少

な
い
。
こ
れ
は
「
解
題
」
に
「
注
の
内
容
は
、
概
し
て
言
え
ば
、

語
句
の
辞
書
的
注
釈
、
本
歌
、
和
漢
の
典
拠
、
年
中
行
事
の
指

摘
説
明
な
ど
」
「
歌
意
・
一
首
の
主
意
な
ど
の
「
解
釈
」
的
な

も
の
へ
の
踏
込
み
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
【
新
古
今
注
】
注
釈
の
性
格
の
表
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

【
原
撰
】
は
収
載
歌
注
二
〇
〇
首
の
割
に
は
他
の
注
釈
書
に

比
し
て
評
語
の
種
類
と
用
例
数
が
多
い
こ
と
が
改
め
て
確
認
で

き
よ
う
。
そ
こ
で
【
原
撰
】
を
中
心
に
各
注
釈
書
の
特
徴
的
な

評
語
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

【
原
撰
】
に
は
、
「
あ
は
れ
」
「
有
心
（
体
）
」
「
艶
」
「
面
白

し
」
「
感
情
」
「
眼
前
の
体
」
「
長
高
し
」
「
風
情
」
「
や
さ
し
き

歌
」
「
幽
」
「
幽
玄
（
体
）
」
「
余
情
」
等
の
歌
評
語
や
美
的
理
念

を
表
す
語
、
「
奇
特
」
「
切
」
「
絶
妙
」
「
言
語
道
断
」
「
不
可
思

義
」
「
粉
骨
」
等
の
仏
語
・
漢
語
系
の
褒
詞
が
目
立
つ
。
ま
た
、

「
あ
り
の
ま
ま
」
「
上
手
」
「
す
る

く
と
」
「
や
す

く
と
」

の
よ
う
な
語
は
常
縁
の
秀
歌
観
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（

５

）

の
で
注
目
さ
れ
る
。

【
原
撰
】
以
外
に
用
例
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
注
目
す

べ
き
語
は
「
有
心
」
「
艶
」
「
眼
前
の
体
」
「
重
の
あ
る
歌
」
「
上

手
」「
す
る

く
と
」「
絶
妙
」「
不
可
思
義
」「
幽
」
等
で
あ
る
。

次
に
、
【
原
撰
】
に
は
複
数
の
用
例
が
あ
り
、
且
つ
他
の
特

定
の
注
釈
書
に
だ
け
用
例
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
点
に
特
徴
が

あ
る
評
語
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

「
あ
は
れ
」
類
は
【
原
撰
】
九
例
、
【
抜
書
】
三
例
、
【
抜
書

抄
】
七
例
、
【
九
代
抄
】
【
九
代
集
抄
】
【
天
文
鈔
本
】
に
各
一

例
あ
る
以
外
は
他
の
注
釈
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。
「
あ
り
の
ま

ま
」
は
【
原
撰
】
六
例
、
【
抜
書
抄
】
一
例
、
【
九
代
集
抄
】
三

例
。
「
有
心
体
」
は
【
原
撰
】
三
例
、
【
抜
書
抄
】
に
一
例
。
「
感
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情
」
類
は
【
原
撰
】
五
例
、
【
抜
書
抄
】
四
例
、
【
九
代
抄
】
【
天

文
鈔
本
】
各
一
例
。
「
奇
特
」
は
【
原
撰
】
三
四
例
と
極
め
て

（

６

）

多
い
が
、
他
に
は
【
抜
書
】
二
例
、
【
抜
書
抄
】
六
例
、
【
秘
歌

抄
】
二
例
、
【
天
文
鈔
本
】
一
例
の
み
。
「
切
」
類
は
【
原
撰
】

九
例
、
【
抜
書
抄
】
一
例
。
「
大
事
の
歌
」
は
【
原
撰
】
【
秘
歌

抄
】
各
二
例
、
【
天
文
鈔
本
】
一
例
。
「
長
高
し
」
類
は
【
原
撰
】

四
例
、
【
抜
書
抄
】
一
例
、
【
天
文
鈔
本
】
二
例
。
「
風
情
」
は

【
原
撰
】
一
二
例
以
外
に
は
【
十
代
】
一
例
の
み
。
「
風
流
」

は
【
原
撰
】
二
例
、
【
天
文
鈔
本
】
一
例
。
「
粉
骨
」
は
【
原
撰
】

四
例
、
【
抜
書
抄
】
一
例
。
「
幽
玄
（
体
）
」
は
【
原
撰
】
六
例
、

【
九
代
集
抄
】
一
例
、
【
天
文
鈔
本
】
二
例
。
「
余
情
」
は
【
原

撰
】
七
例
、
【
抜
書
】
二
例
、
【
抜
書
抄
】
三
例
、
【
十
代
】
【
秘

歌
抄
】
各
一
例
で
あ
る
。

「
面
白
し
」
は
【
原
撰
】
に
八
例
あ
る
が
、
「
面
白
き
歌
」

の
類
を
含
め
る
と
【
九
代
抄
】
に
は
九
例
、
【
九
代
集
抄
】
に

は
二
七
例
あ
る
。
修
飾
語
的
用
例
も
含
め
る
と
更
に
多
く
の
用

例
数
の
あ
る
【
九
代
集
抄
】
で
は
「
面
白
し
」
が
歌
の
重
要
な

評
価
基
準
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
仏
語
に
由
来
す
る
褒
詞
「
言
語
道
断
」
は
【
原
撰
】

七
例
、
【
秘
歌
抄
】
一
例
、
【
九
代
抄
】
五
例
、
【
九
代
集
抄
】

三
二
例
で
、
【
九
代
集
抄
】
の
用
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
【
九
代

（

７

）

集
抄
】
に
は
修
飾
語
と
し
て
の
用
例
も
二
四
例
あ
り
、
注
釈
者

の
こ
の
語
へ
の
好
尚
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
【
原
撰
】
に
は
用
例
が
な
い
け
れ
ど
も
、
着
目
す
べ
き

評
語
と
し
て
「
興
」
と
「
正
風
」
を
挙
げ
た
い
。

「
興
」
類
は
【
九
代
抄
】
一
九
例
、
【
九
代
集
抄
】
五
例
の

用
例
が
あ
る
の
み
で
、
他
の
注
釈
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。
特
に

【
九
代
抄
】
に
は
こ
の
語
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
「
興
」
の
観

点
か
ら
歌
を
評
価
す
る
と
い
う
注
釈
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
、
注
目
さ
れ
る
。

「
正
風
」
は
【
九
代
集
抄
】
【
天
文
鈔
本
】
各
二
例
の
み
で

用
例
数
は
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
書
の
秀
歌
観
に

関
わ
る
留
意
す
べ
き
語
だ
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
解
題
」
に
よ
っ
て
既
述
し
た
よ
う
に
【
九
代
抄
】

【
九
代
集
抄
】
は
別
系
統
の
注
釈
書
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に

「
面
白
し
」
「
言
語
道
断
」
「
興
」
「
正
風
」
に
関
す
る
両
者
の

用
例
数
に
顕
著
な
相
違
が
見
ら
れ
る
の
も
そ
の
事
実
を
裏
付
け

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
前
稿
の
補
足
と
し
て
評
語
一
覧
を
作
成
し
、
【
原
撰
】

を
中
心
に
評
語
の
種
類
と
用
例
数
か
ら
見
え
て
き
た
特
徴
に
つ

い
て
少
々
述
べ
て
み
た
。
評
語
一
覧
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

注
釈
書
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
評
語
が
判
明
し
た
が
、
そ
の
考

察
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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注

１

『
古
典
文
藝
論
叢
』
第
八
号

大
取
一
馬
教
授
退
職
記
念

号
、

二
〇
一
六
年
二
月
。

２

以
下
、
東
常
縁
原
撰
『
新
古
今
集
聞
書
』
を
「
原
撰
本
」

と
略
称
す
る
。
「
原
撰
本
」
の
伝
本
は
、
細
川
幽
斎
に
よ

る
加
筆
・
修
訂
の
痕
跡
が
少
な
い
と
認
め
ら
れ
る
、
細
川

文
庫
本
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
に
よ
る
。

３

片
山
享
編
『
新
古
今
抜
書
抄
（
松
平
文
庫
本
）
』
（
『
新
古

今
集
古
注
集
成

中
世
古
注
編
１
』
、
笠
間
書
院
、
一
九
九

七
年
）
に
よ
る
。

４

注
（
３
）
参
照
。

５

注
（
１
）
に
同
じ
。

６

拙
論
「
常
縁
原
撰
『
新
古
今
集
聞
書
』
の
注
釈
に
つ
い
て

の
覚
書
」（
『
甲
南
国
文
』
第
六
二
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

に
お
い
て
、
「
奇
特
」
を
注
釈
方
法
と
教
導
的
性
格
の
面

か
ら
考
察
し
た
。

７

【
九
代
集
抄
】
の
「
解
題
」
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。


